
　
戦
後
五
十
年
経
済
的
な
繁
栄
を
追
い
求
め
て
い

る
う
ち
に
、
尊
皇
愛
国
、
敬
神
崇
祖
、
滅
私
奉
公

と
い
っ
た
我
が
国
古
来
の
美
徳
や
モ
ラ
ル
が
い
つ

し
か
影
を
ひ
そ
め
、
自
己
中
心
主
義
の
安
易
で
怠

惰
な
風
潮
が
は
び
こ
り
、
人
心
の
荒
廃
と
道
義
の

衰
退
が
そ
の
極
に
達
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
し
っ
か

り
と
見
つ
め
、
今
こ
そ
惟
神
の
大
道
に
よ
っ
て
社

会
の
精
神
的
浄
化
に
努
め
る
こ
と
を
我
が
神
道
人

の
使
命
と
心
得
て
、
次
の
諸
事
項
の
推
進
を
は
か

る
こ
と
を
神
社
関
係
者
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議

す
る
。 

一
、
皇
室
は
国
民
の
総
本
家
で
お
わ
し
ま
す
こ
と

に
思
い
を
い
た
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、

国
民
の
間
に
尊
皇
の
精
神
の
振
興
と
普
及
を
は

か
る
。 

一
、
本
宗
と
し
て
仰
ぎ
奉
る
伊
勢
の
神
宮
の
ご
神

徳
を
、
全
国
民
が
ひ
と
し
く
奉
戴
で
き
る
よ
う

に
、
神
宮
大
麻
頒
布
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
め
ざ
し
、

神
職
、
総
代
一
致
協
力
し
て
、
今
一
層
の
増
頒

布
の
活
動
を
展
開
す
る
。 

一
、
祝
日
に
は
国
旗
「
日
の
丸
」
を
戸
毎
に
掲
揚

し
、
あ
ら
ゆ
る
式
典
に
国
歌
「
君
が
代
」
が
斉

唱
さ
れ
る
平
和
な
社
会
に
一
日
も
早
く
復
帰
さ

せ
る
運
動
を
推
進
す
る
。 

一
、
戦
後
五
十
年
目
を
迎
え
た
今
年
こ
そ
、
全
県

民
こ
ぞ
っ
て
靖
国
神
社
に
参
拝
し
、
国
家
の
た

め
に
尊
い
生
命
を
捧
げ
ら
れ
た
英
霊
諸
神
に
あ

ら
た
め
て
報
恩
感
謝
、
慰
霊
鎮
魂
の
誠
を
捧
げ

る
。 

　
　
右
決
議
す
る
。 

　
　
　
平
成
七
年
四
月
二
十
五
日 

　
　
　
第
三
十
三
回
岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会 
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〔
祭
神
〕
大
己
貴
命 

〔
例
祭
〕
十
月
十
日 

〔
宮
司
〕
松
岡
重
弘 

〔
由
緒
沿
革
〕
元
明
天
皇
和
銅
六
年

四
月
三
日
備
前
六
郡
を
割
い
て
美
作

国
を
置
き
、
国
政
の
庁
を
こ
の
邑
に

置
い
た
。
翌
七
年
従
五
位
下
津
守
連

通
朝
臣
が
美
作
守
に
任
ぜ
ら
れ
赴
任

し
た
。
国
司
は
大
己
貴
命
を
主
神
と

し
て
中
山
神
社
・
高
野
神
社
を
相
殿

と
し
て
、
美
作
国
東
半
国
西
半
国
の

諸
神
、
六
十
五
郷
の
諸
神
九
一
二
社

を
勧
請
し
、
美
作
総
社
宮
と
し
た
。

今
の
社
殿
は
毛
利
元
就
が
戦
勝
を
祈

っ
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正

三
年
四
月
十
七
日
本
殿
が
特
別
保
護

建
造
物
に
指
定
せ
ら
れ
た
。
毛
利
元

就
・
吉
田
元
春
・
森
忠
政
・
森
長
継

等
の
崇
敬
が
篤
か
っ
た
。
も
と
総
社

宮
は
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
廿
五
年

に
、
大
己
貴
命
を
邑
の
本
館
に
勧
請

し
た
が
、
後
に
本
館
の
地
が
西
陲
に

偏
し
て
い
た
の
で
、
文
武
天
皇
の
慶

雲
四
年
に
今
の
亀
甲
山
に
遷
座
し
た
。 

総
社
〔
旧
県
社
〕 

　
　
　
　
　
　
津
山
市
総
社
四
二
七 

 

決
　
　
議 

目
　
次 

総
社
　
津
山
市
総
社
四
二
七 

岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会
決
議 

岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会
式
辞 

　

岡
山
県
神
社
庁
長
　
小
笠
原
　
毅 

岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会 

　「
美
し
い
こ
こ

ろ
」
の
復
活
を 

岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会
宣
言 

承
認
さ
れ
た
神
社 

研
修
会
開
催
の
御
案
内 

本
庁
辞
令 

階
位
授
与 

平
成
六
年
度
神
社
本
庁
功
績
表
彰 

任
免 

平
成
七
年
定
例
協
議
員
会
開
催 

神
職
帰
幽 

庁
務
日
誌
抄 

平
成
五
年
度 

　
岡
山
県
神
社
庁
一
般
会
計
決

算
書 

平
成
七
年
度 

　
岡
山
県
神
社
庁
一
般
会
計
予

算
書 

伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝
祭 

　
御
案
内
と
ご

参
列
の
日
程 

一
人
着
装
に
苦
労 

　
高
梁
上
房
支

部
研
修
会 

八
会
場
で
神
道
講
演
会 

南
九
州
参
拝
の
旅 

境
港
の
神
社
を
視
察 

　
教
化
委
と
青

少
年
対
策
委 

狛
い
の
し
し
の
由
緒 

　
和
気
神
社
宮

司
　
小
森
　
成
彦 

婦
人
神
職
会
が
皇
居
勤
労
奉
仕 

第
二
回
皇
居
勤
労
奉
仕
の
団
員
を
募
集 

吉
備
支
部
　備
中
式
内
社
を
巡
拝 

氏
青
会
三
十
周
年
記
念
式
典 

　

鴻
会（
氏
青
Ｏ
Ｂ
会
）創
立
総
会 

一 一 

 

二 

 

二 三 三 三 四 四 四 四 五 六 六 

 

七 

 

八 

 

九 

 

九 九 十 

 

十 

 

十 

十
一 

十
一 

十
二 

 

十
二 
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第
三
十
三
回 

岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会 

式
辞 

岡
山
県
神
社
庁
長

小
笠
原
　
毅 

 

「
美
し
い
こ
こ
ろ
」
の
復
活
を 

第
三
十
三
回 

岡
山
県
神
社
関
係
大
会 

 

　
本
日
茲
に
第
三
十
三
回
岡
山
県
神

社
関
係
者
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た

処
、
神
宮
大
宮
司
様
御
名
代
と
し
て

森
本
禰
宜
様
、
神
社
本
廳
統
理
様
代

理
と
し
て
横
山
本
廳
理
事
様
を
始
め

御
来
賓
の
方
に
更
に
は
県
内
神
社
関

係
皆
様
方
多
数
の
御
参
会
を
頂
き
か

く
も
盛
大
に
開
催
出
来
ま
し
た
事
を

衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
扨
本
年
は
御
高
承
の
通
り
大
東
亜

戦
争
終
結
五
十
周
年
と
云
う
一
つ
の

大
き
な
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。 

明
治
以
来
大
東
亜
戦
争
に
至
る
迄
大

体
十
年
毎
に
戦
争
が
行
わ
れ
ま
し
た

事
を
思
い
ま
す
時
こ
の
五
十
年
間
戦

争
と
は
全
く
無
縁
で
概
ね
平
和
を
謳

歌
出
来
ま
し
た
事
は
誠
に
有
り
難
い

事
で
あ
り
ま
す
が
こ
の
陰
に
国
の
危

難
に
際
し
て
尊
い
身
命
を
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
二
百
数
十
万
に
上
る
御
英
霊

の
偉
勲
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
も
拘
り
ま
せ
ず
現
・
村
山
内

閣
は
、
前
々
回
総
理
か
ら
の
意
思
継

承
と
ば
か
り
国
会
に
於
て
先
の
大
戦

に
つ
い
て
謝
罪
と
不
戦
の
決
議
を
し

て
や
ろ
う
と
画
策
し
て
い
ま
す
事
は

余
り
に
も
歴
史
と
国
際
情
勢
と
に
対

し
そ
の
無
能
ぶ
り
を
披
歴
す
る
も
の

で
私
達
と
し
て
は
断
固
之
を
許
し
認

め
る
訳
に
は
行
き
ま
せ
ん
。 

　
過
日
の
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
ク
リ

ン
ト
ン
米
国
大
統
領
は
四
月
七
日
テ

キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
で
開
か
れ
た
全
米

新
聞
編
集
局
会
で
広
島
・
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
に
つ
い
て
謝
罪
す
る
考
え

は
無
く
投
下
を
決
断
し
た
ト
ル
ー
マ

ン
大
統
領
の
判
断
も
正
し
か
っ
た
と

の
考
え
を
協
調
さ
れ
た
そ
う
で
す
が

こ
の
事
を
も
承
知
で
村
山
総
理
大
臣

は
尚
日
本
だ
け
が
謝
罪
と
不
戦
の
国

会
決
議
を
諦
め
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
幸
い
に
し
て
昨
年
十
二
月
一
日
自

民
党
内
に
「
終
戦
五
十
周
年
国
会
議

員
連
盟
」
が
、
奥
野
誠
亮
議
員
を
会

長
と
し
て
発
足
二
月
二
十
日
現
在
一

六
一
名
の
同
党
議
員
が
加
盟
更
に
新

進
党
内
で
も
「
正
し
い
歴
史
を
伝
え

る
国
会
議
員
連
盟
準
備
会
」
が
二
月

二
十
一
日
設
立
総
会
が
開
か
れ
、
小

沢
辰
男
議
員
が
会
長
と
し
て
発
足
現

在
三
十
名
の
同
党
議
員
が
加
盟
さ
れ

て
い
る
と
の
事
で
す
が
加
え
て
滋
賀

県
議
会
を
始
め
我
が
岡
山
県
議
会
を

含
め
既
に
十
数
県
の
県
議
会
に
於
い

て
謝
罪
不
戦
で
は
な
く
御
英
霊
に
対

し
慰
霊
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
事
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
事
は
同
じ
県
民
と
し

て
誠
に
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
と
共
に

謝
罪
不
戦
の
国
会
決
議
は
不
可
能
と

考
え
ら
れ
心
か
ら
快
哉
を
叶
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。 

　
茲
に
於
て
神
社
本
廳
で
は
こ
の
年

を
靖
國
神
社
・
護
國
神
社
へ
の
国
民

総
参
拝
を
提
唱
し
て
居
ら
れ
当
神
社

廳
と
し
ま
し
て
も
こ
れ
の
呼
応
す
べ

く
こ
の
七
月
に
靖
國
神
社
へ
の
団
体

参
拝
を
計
画
、
何
れ
そ
の
内
各
宮
司

様
を
通
じ
皆
様
方
に
御
案
内
申
し
上

げ
ま
す
か
ら
是
非
多
数
の
御
賛
同
御

参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
か
く
し
て
国
民
大
多
数
が
戦
歿
さ

れ
た
御
英
霊
に
対
し
心
か
ら
追
悼
と

感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
姿
に
接
し
た
な

ら
ば
村
山
総
理
を
始
め
と
す
る
謝
罪

決
議
賛
成
の
国
会
議
員
も
そ
の
考
え

を
改
め
る
で
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

　
又
例
年
大
変
御
協
力
を
頂
い
て
居

り
ま
す
神
宮
大
麻
頒
布
で
ご
ざ
い
ま

す
が
本
年
二
月
大
麻
八
〇
〇
円
中
大

麻
一
、二
〇
〇
円
、
大
大
麻
二
、〇
〇

〇
円
と
初
穂
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
甚
だ
大
変
な
事
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
情
状
御
賢
察
の
上
一
、

〇
〇
〇
万
世
帯
奉
斉
運
動
に
御
尽
力

賜
り
ま
す
事
を
邦
家
の
為
に
も
懇
願

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
次
に
多
年
に
亘
り
神
社
に
奉
仕
さ

れ
又
神
社
神
道
降
昌
に
尽
く
さ
れ
た

成
績
優
秀
な
神
職
総
代
一
一
四
名
の

方
々
に
又
神
宮
大
麻
増
頒
布
に
格
別

な
成
果
を
お
挙
げ
頂
い
た
十
四
支
部

の
御
功
績
に
対
し
て
こ
の
席
に
於
て

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を
贈
り
申
し

上
げ
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
く
存

じ
ま
す
。 

　
最
後
に
本
大
会
に
あ
た
り
お
繰
り

合
わ
せ
御
参
会
下
さ
い
ま
し
た
皆
様

方
の
益
々
の
御
健
勝
と
斬
道
の
発
展

と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
式
辞
と

致
し
ま
す
。 

　
平
成
七
年
四
月
二
十
五
日 

　
第
三
十
三
回
岡
山
県
神
社
関
係
者

大
会
が
四
月
二
十
五
日
、
岡
山
市
小

橋
、
岡
山
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
約
六

百
三
十
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
県
神
社
庁
藤
井
副
庁
長
の
開
会
の

辞
に
続
き
神
宮
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、

敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
、
小
笠
原
庁

長
の
式
辞
、
宮
原
県
総
代
会
長
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
次
い
で
功
労
者
表
彰

に
移
り
八
幡
宮
宮
司
富
山
道
常
氏
を

は
じ
め
神
職
十
一
名
、
役
員
総
代
九

十
五
名
、
特
別
功
労
の
長
期
役
員
総

代
の
第
三
条
該
当
者
福
田
神
社
役
員

松
浦
昇
氏
ら
八
名
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。 

　
つ
い
で
来
賓
と
し
て
神
社
本
庁
統

理
代
理
、
横
山
直
材
本
庁
理
事
、
神

宮
大
宮
司
代
理
の
森
本
冨
生
神
宮
禰

宜
、
神
政
連
推
選
の
参
議
院
議
員
比

例
代
表
区
立
候
補
予
定
者
、
小
山
孝

雄
氏
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。 

　
こ
の
あ
と
議
事
に
移
り
「
美
し
い

こ
こ
ろ
」
の
復
活
を
め
ざ
す
「
宣
言
」

靖
国
神
社
参
拝
を
訴
え
る
「
決
議
」

を
万
場
一
致
で
採
択
、
式
典
を
終
了

し
た
。 

　
第
二
部
と
し
て
作
家
・
日
本
画
家

の
出
雲
井
　
晶
氏
が
「
日
本
の
心
・

日
本
の
神
話
」
と
題
し
て
講
演
、「
戦

後
の
歴
史
教
育
の
大
き
な
誤
り
は
、

建
国
の
理
念
と
慈
愛
の
心
に
満
ち
た

日
本
神
話
を
否
定
し
た
こ
と
。
建
国

の
原
点
、
天
地
を
貫
く
真
理
、
素
晴

ら
し
い
言
霊
が
語
ら
れ
て
い
る
古
事

記
、
日
本
書
紀
に
陽
を
当
て
て
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
力
を
込
め
て

訴
え
、
大
き
な
感
銘
を
与
え
て
盛
会

の
う
ち
に
大
会
を
終
わ
っ
た
。 

盛
大
に
県
神
社
関
係
者
大
会 
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◎
規
則
変
更 

十
二
月
二
十
六
日

小
田
郡
矢
掛
町
内
田
　
明
釼
神
社 

（
第
十
四
条
変
更
） 

一
月
二
十
七
日

小
田
郡
矢
掛
町
里
山
田
　
雷
神
社 

（
第
七
条
・
十
四
条
変
更
） 

二
月
二
十
一
日

小
田
郡
矢
掛
町
字
角
　
八
幡
神
社 

（
第
十
四
条
変
更
） 

二
月
二
十
八
日

倉
敷
市
本
町
　
阿
智
神
社 

（
第
七
条
変
更
） 

四
月
二
十
八
日

岡
山
市
藤
田
　
藤
田
神
社 

（
境
内
神
社
創
立
・
第
四
十
条
追
加
） 

◎
財
産
処
分 

十
二
月
二
日

英
田
郡
作
東
町
柿
ケ
原
　
八
幡
神
社 

（
分
収
造
林
に
よ
る
地
上
権
設
定
） 

十
二
月
二
十
一
日

備
前
市
畠
田
　
天
神
宮 

（
河
川
改
修
に
よ
る
境
内
地
の
売
却
）

十
二
月
二
十
一
日

岡
山
市
日
応
寺
　
八
幡
宮 

（
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
事
業
に
よ
る

山
林
の
売
却
） 

二
月
二
十
一
日

倉
敷
市
八
王
寺
町
　
三
社
神
社 

（
公
民
館
設
置
に
よ
る
境
内
地
の
貸

付
） 

二
月
二
十
八
日

倉
敷
市
児
島
由
加
　
山
村
神
社 

（
市
道
改
良
工
事
に
よ
る
山
林
の
売

却
） 

倉
敷
市
連
島
町
西
之
浦
　
厄
神
社 

（
急
傾
斜
対
策
事
業
に
よ
る
山
林
の

贈
与
） 

倉
敷
市
連
島
町
西
之
浦
　
亀
島
神
社 

（
急
傾
斜
対
策
事
業
に
よ
る
境
内
地

の
贈
与
） 

四
月
三
日

阿
哲
郡
哲
多
町
大
字
大
野
　
綿
津
見

神
社 

（
町
道
改
良
工
事
に
よ
る
山
林
の
売

却
） 

上
房
郡
北
房
町
大
字
宮
地
　
天
神
社 

（
バ
ス
停
設
置
に
よ
る
山
林
の
売
却
） 

◎
主
要
建
物
改
築
等 

一
月
二
十
七
日

総
社
市
総
社
　
総
社 

（
前
殿
・
回
廊
の
修
理
、
随
身
門
の

改
築
） 

三
月
十
日

玉
野
市
玉
　
玉
比
呷
神
社 

（
幣
殿
・
拝
殿
・
境
内
神
社
屋
根
の

模
様
替
、
手
水
舎
の
改
築
、
寄
付
者

銘
板
の
改
築
） 

四
月
二
十
五
日

御
津
郡
建
部
町
下
神
目
　
志
呂
神
社 

（
境
内
神
社
・
拝
所
・
休
憩
所
の
改

築
） 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
法
界
寺
　
橿
原

神
社 

（
幣
殿
・
拝
殿
の
改
築
） 

四
月
二
十
八
日

岡
山
市
藤
田
　
藤
田
神
社 

（
境
内
神
社
新
築
） 

五
月
十
六
日

真
庭
郡
湯
原
町
大
字
見
明
戸
　
八
幡

神
社 

（
幣
殿
・
拝
殿
の
改
築
） 

自
　
平
成
六
年
十
二
月
一
日 

至
　
平
成
七
年
六
月
三
十
日 

承
認
さ
れ
た
神
社 

宣
　
言 

　
旧
臘
十
二
月
十
一
日
の
「
三
陸
は

る
か
沖
地
震
」
に
つ
づ
き
、
本
年
一

月
十
七
日
早
朝
突
然
の
阪
神
大
震
災

に
襲
わ
れ
、
大
勢
の
国
民
が
予
期
せ

ぬ
災
害
に
遭
遇
さ
れ
る
と
い
う
か
な

し
む
べ
き
大
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ

こ
に
こ
の
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
、

あ
る
い
は
怪
我
を
さ
れ
、
家
を
失
わ

れ
た
り
し
た
被
災
者
の
方
々
に
対
し

衷
心
よ
り
お
悔
み
と
お
見
舞
の
意
を

捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。 

　
さ
て
本
年
は
戦
後
五
十
年
と
い
う

節
目
の
年
に
当
り
、
戦
後
を
思
い
起

こ
せ
ば
感
慨
無
量
な
も
の
が
あ
る
が
、

最
近
最
も
気
掛
り
な
こ
と
は
、
こ
の

五
十
年
間
に
、
我
が
国
民
の
気
持
ち

の
中
か
ら
日
本
の
伝
統
的
良
風
美
俗
、

い
わ
ゆ
る
「
美
し
い
こ
こ
ろ
」
が
失

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
さ
れ

る
点
で
あ
る
。
我
々
の
祖
先
は
、
有

史
以
来
、
大
自
然
の
も
つ
不
思
議
な

力
を
神
と
し
て
と
ら
え
、
神
に
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
心
と
、

素
朴
な
謙
虚
さ
を
基
に
、
信
義
と
礼

譲
を
人
倫
の
規
範
と
し
て
、
尊
皇
愛

国
、
敬
神
崇
祖
の
精
神
を
実
践
し
な

が
ら
、
つ
つ
ま
し
く
生
き
て
き
た
。

し
か
し
先
の
終
戦
を
機
に
、
そ
う
し

た
世
界
に
誇
る
べ
き
我
が
民
族
の
伝

統
的
な
も
の
の
考
え
方
を
封
建
的
遺

風
と
し
て
否
定
す
る
一
部
の
思
想
的

勢
力
の
策
動
や
、
戦
争
と
そ
の
責
任

を
一
方
的
、
自
虐
的
に
と
ら
え
よ
う

と
す
る
一
部
政
治
家
の
行
動
に
よ
っ

て
、
我
が
民
族
の
「
美
し
い
こ
こ
ろ
」

が
し
だ
い
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
状

を
真
剣
に
受
け
と
め
、
我
が
国
の
将

来
の
た
め
に
、
我
々
は
国
民
の
良
識

に
訴
え
、
早
急
に
我
が
民
族
の
「
美

し
い
こ
こ
ろ
」
の
復
活
を
は
か
り
、

万
民
の
睦
び
合
う
社
会
の
実
現
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
我
々

神
社
関
係
者
は
本
大
会
を
契
機
に
、

国
民
の
先
頭
に
立
っ
て
国
民
精
神
作

興
の
さ
き
が
け
と
な
る
こ
と
を
誓
う

も
の
で
あ
る
。 

　
右
宣
言
す
る
。 

　
　
平
成
七
年
四
月
二
十
五
日 

　
　
　
　
第
三
十
三
回 

　
　
　
　
岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会 

研
修
会
開
催
の
御
案
内 

申
込
先 

受
講
費
用 

場
　
　
所 

研
　
修
　
名 

八
　
月 

岡
山
県
神
社
庁
研
修
所
主
催
の
研
修
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
す
る
予
定
に 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。 

祭
式
研
修
会 

浦
安
の
舞
研
修
会 

祭
式
研
修
会 

祭
式
研
修
会 

祭
式
研
修
会 

神
葬
祭
研
修
会 

六
日 

七
日
・
八
日 

二
十
日 

（
一
日
研
修
） 

二
十
四
日 

（
一
日
研
修
） 

二
十
七
日 

（
一
日
研
修
） 

二
十
七
日 

（
一
日
研
修
） 

御
津
郡
加
茂
川
町
尾
原 

重
岡
神
社 

上
房
郡
賀
陽
町
立
上
竹 

荘
公
民
館 

津
山
市
宮
脇
町 

徳
守
会
館 

新
見
市
高
尾 

國
司
神
社 

岡
山
市
吉
備
津 

吉
備
津
神
社
参
集
殿 

井
原
市
井
原
町 

花
月
別
館 

三
、〇
〇
〇
円 

二
、〇
〇
〇
円 

二
、〇
〇
〇
円 

一
、二
〇
〇
円 

二
、〇
〇
〇
円 

一
、〇
〇
〇
円 

  

御
津
北
支
部 

行
森
克
己 

高
梁
上
房
支
部 

豊
田
正
発 

津
山
支
部 

湯
浅
正
敬 

阿
新
支
部 

難
波
宗
朋 

神
青
協
事
務
局 

井
原
後
月
支
部 

山
室
宣
也 

羊 
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◎
浄
階
（
無
試
験
検
定
） 

三
月
一
日
　
湯
浅
正
敬 

◎
明
階
（
無
試
験
検
定
） 

一
月
十
日
　
中
原
隆
路 

三
月
十
八
日
　
赤
星
光
紀
・
横
内
久

紀
・
渡
辺
祥
和
・
武
本
員
明
・
遠
藤

昌
寿
・
藤
井
崇
行 

三
月
二
十
日
　
井
上
崇
宏
・
黒
住
忠

雅 ◎
明
階
（
試
験
検
定
） 

三
月
十
五
日
　
小
野
一
子 

◎
正
階
（
無
試
験
検
定
） 

十
月
二
十
五
日
　
石
川
晴
美 

十
一
月
十
日
　
西
井
み
ほ
子 

二
月
二
十
日
　
小
川
由
里 

三
月
十
五
日
　
内
田
正
之
・
岸
本
和

生 三
月
二
十
日
　
近
土
公
俊
・
杉
田
浩

章
・
鈴
木
宏
志 

三
月
二
十
五
日
　
佐
藤
典
子 

◎
正
階
（
試
験
検
定
） 

十
二
月
十
日
　
石
村
陽
子 

◎
権
正
階
（
無
試
験
検
定
） 

十
二
月
二
十
日
　
向
崎
央
・
中
野
肇 

四
月
十
六
日
　
渡
辺
規
矩
郎 

◎
権
正
階
（
試
験
検
定
） 

十
一
月
二
十
日
　
横
内
久
明 

十
二
月
二
十
日
　
菱
川
　
宏 

◎
直
階
（
無
試
験
検
定
） 

十
一
月
十
日
　
志
水
　
斉 

二
月
二
十
日
　
竹
原
良
幸 

四
月
十
六
日
　
朝
倉
正
登
・
石
村
均
・

井
上
將
嗣
・
江
見
明
修
・
芝
崎
成
孝 

自
　
平
成
六
年
十
二
月
一
日 

至
　
平
成
七
年
六
月
三
十
日 

任
免
　
　 

階
位
授
与 

一
月
二
十
七
日 

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る 

笠
神
社
宮
司
　
渡
辺
　
巧 

二
月
二
十
五
日

神
職
身
分
二
級
と
す
る 

大
神
神
社
宮
司
　
山
室
宣
也 

稗
田
八
幡
宮
宮
司
　
三
宅
和
敬 

八
幡
神
社
宮
司
　
小
野
忠
紀 

三
月
一
日

神
職
身
分
一
級
と
す
る 

中
山
神
社
宮
司
　
湯
浅
正
敬 

五
月
二
十
四
日 

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る 

甲
山
八
幡
神
社
宮
司
　
片
山
孝
則 

本
庁
辞
令 

神
社
本
庁
功
績
表
彰 

平 

成 

六 

年 

度 

　
つ
ぎ
の
方
々
が
二
月
三
日
付
け
で

表
彰
さ
れ
五
月
二
十
三
日
明
治
神
宮

参
集
殿
に
於
い
て
表
彰
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。 

◎
第
二
条
第
一
号
該
当
者 

岡
山
県
護
国
神
社
宮
司
　
小
笠
原
毅 

◎
第
三
条
第
二
号
該
当
者 

郡
神
社
宮
司
　
　
豊
田
正
発 

伊
勢
神
社
宮
司
　
見
垣
安
邦 

大
浦
神
社
宮
司
　
小
川
暎
興 

瓜
生
神
社
宮
司
　
横
林
武
彦 

◎
第
三
条
第
三
号
該
当
者 

徳
守
神
社
役
員
　
倉
見
　
巌 

八
幡
神
社
役
員
　
小
郷
芳
男 

十
二
月
八
日 

　
鶴
坂
神
社
宮
司
兼
松
尾
神
社
禰
宜 

福
嶋
　
昇 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

十
二
月
十
日

　
崎
花
十
市 

岡
山
市
祇
園 

龍
之
口
八
幡
宮
権
禰
宜
に
任
ず
る 

　
向
崎
　
央 

御
津
郡
加
茂
川
町
下
加
茂 

日
吉
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

　
西
井
み
ほ
こ 

阿
哲
郡
大
佐
町
大
字
永
富 

八
代
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

　
藤
井
　
守 

御
津
郡
加
茂
川
町
上
田
東 

松
尾
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

十
二
月
二
十
日

　
中
村
　
省 

和
気
郡
日
生
町
大
字
寒
河 

八
幡
宮
禰
宜
に
任
ず
る 

　
西
江
喜
代 

川
上
郡
備
中
町
布
賀 

八
幡
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

一
月
九
日

　
森
原
神
社
宮
司
兼
徳
守
神
社
権
禰

宜
　
平
島
勝
彦 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

一
月
二
十
日 

　
林
野
神
社
宮
司
兼
八
幡
神
社
宮
司 

中
川
卓
弘 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

二
月
一
日

　
亀
山
神
社
宮
司
　
刈
谷
憲
市 

井
原
市
野
上
町 

兼
ね
て
日
長
山
八
幡
神
社
禰
宜
に
任

ず
る 

　
西
宮
神
社
権
禰
宜
　
牧
　
博
嗣 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
古
見 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
西
宮
神
社
権
禰
宜
　
牧
　
博
嗣 

真
庭
郡
落
合
町
大
庭 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
西
宮
神
社
権
禰
宜
　
牧
　
博
嗣 

真
庭
郡
久
世
町
大
字
目
木 

兼
ね
て
米
來
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
西
宮
神
社
権
禰
宜
　
牧
　
博
嗣 

真
庭
郡
久
世
町
樫
東 

兼
ね
て
守
吉
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
志
呂
神
社
禰
宜
　
日
野
正
彦 

御
津
郡
建
部
町
下
神
目 

志
呂
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

二
月
二
日

　
志
呂
神
社
宮
司
　
日
野
正
彦 

御
津
郡
建
部
町
川
口 

兼
ね
て
高
井
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
志
呂
神
社
宮
司
　
日
野
正
彦 

御
津
郡
建
部
町
川
口 

兼
ね
て
菅
原
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
志
呂
神
社
宮
司
　
日
野
正
彦 

久
米
郡
久
米
南
町
下
籾 

兼
ね
て
籾
山
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
志
呂
神
社
宮
司
　
日
野
正
彦 

御
津
郡
建
部
町
富
沢 

兼
ね
て
富
沢
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

二
月
十
五
日

　
八
幡
神
社
宮
司
兼
（
花
尻
）
八
幡

宮
宮
司
　
田
井
良
一 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

　
八
幡
神
社
宮
司
兼
（
久
米
）
八
幡

宮
宮
司
　
田
井
良
一 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

二
月
二
十
二
日

　
草
地
知
之 

御
津
郡
加
茂
川
町
豊
岡
上 

八
幡
宮
禰
宜
に
任
ず
る 

二
月
二
十
三
日 

　
旭
神
社
宮
司
　
横
山
征
彦 

英
田
郡
作
東
町
柿
ケ
原 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
熊
野
神
社
宮
司
　
鳥
越
　
啓 

笠
岡
市
神
島 

兼
ね
て
天
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

三
月
三
日

　
八
幡
神
社
禰
宜
　
柴
田
昭
彦 

新
見
市
下
熊
谷 

八
幡
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

三
月
六
日
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平成七年 

定例協議員会 
開催される 

　
西
宮
神
社
権
禰
宜
　
牧
　
博
嗣 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
中 

兼
ね
て
総
社
宮
司
に
任
ず
る 

三
月
十
五
日

　
小
山
譽
通 

岡
山
市
久
米 

八
幡
宮
宮
司
に
任
ず
る 

三
月
十
六
日

　
八
幡
宮
宮
司
　
小
山
譽
通 

岡
山
市
花
尻 

兼
ね
て
八
幡
宮
宮
司
に
任
ず
る 

　
懸
幡
神
社
宮
司
兼
星
神
社
宮
司 

津
島
元
志 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

三
月
三
十
一
日

　
新
庄
八
幡
宮
宮
司
　
藤
山
秀
夫 

願
ひ
に
依
り
本
職
を
免
ず
る 

四
月
一
日

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
肩
脊 

雨
垂
布
勢
神
社
宮
司
代
務
者
を
命

ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
大
内 

諏
訪
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
江
尻 

日
吉
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
大
内 

柴
狭
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
大
内 

天
津
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
肩
脊 

神
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
江
尻 

八
幡
宮
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
下 

築
領
八
幡
宮
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
寺
地 

寺
地
八
幡
宮
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
坂
根 

春
日
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
沖 

正
八
幡
宮
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
雨
垂
布
勢
神
社
禰
宜
　
青
江
典
子 

赤
磐
郡
瀬
戸
町
瀬
戸 

松
尾
神
社
宮
司
代
務
者
を
命
ず
る 

　
新
庄
八
幡
宮
禰
宜
　
藤
山
知
之
進 

倉
敷
市
児
島
阿
津 

新
庄
八
幡
宮
宮
司
に
任
ず
る 

四
月
二
日

　
新
庄
八
幡
宮
宮
司
　
藤
山
知
之
進 

倉
敷
市
下
津
井
田
之
浦 

兼
ね
て
田
土
浦
坐
神
社
宮
司
に
任

ず
る 

　
新
庄
八
幡
宮
宮
司
　
藤
山
知
之
進 

倉
敷
市
児
島
味
野 

兼
ね
て
天
神
宮
宮
司
に
任
ず
る 

四
月
十
日

　
西
宮
神
社
権
禰
宜
兼
八
幡
神
社
宮

司
　
牧
　
博
嗣 

自
今
八
幡
神
社
宮
司
を
本
務
と
す
る 

四
月
十
四
日

　
御
崎
神
社
宮
司
　
伊
丹
正
秋 

岡
山
市
大
窪 

兼
ね
て
宗
形
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
吉
備
津
神
社
禰
宜
　
多
賀
睦
郎 

小
田
郡
矢
掛
町
里
山
田 

宗
道
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

四
月
二
十
日

　
黒
田
幹
恵 

赤
磐
郡
赤
坂
町
町
苅
田 

熊
野
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

　
内
田
久
子 

真
庭
郡
新
庄
村 

御
鴨
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

　
御
鴨
神
社
権
禰
宜
　
内
田
久
子 

真
庭
郡
新
庄
村 

兼
ね
て
大
歳
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

四
月
二
十
七
日

　
大
浦
神
社
禰
宜
　
小
川
恵
美 

願
ひ
に
依
り
本
職
を
免
ず
る 

四
月
二
十
八
日

　
小
川
由
里 

浅
口
郡
寄
島
町 

大
浦
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

五
月
十
九
日

　
鼓
神
社
宮
司
　
千
原
恭
平 

岡
山
市
真
星 

兼
ね
て
星
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

六
月
三
十
日

　
熊
野
神
社
宮
司
　
鳥
越
　
啓 

笠
岡
市
絵
師 

兼
ね
て
大
歳
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
藤
井
重
美 

川
上
郡
川
上
町
大
字
仁
賀 

大
谷
八
幡
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

　
石
村
　
均 

倉
敷
市
本
町 

阿
智
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

　
横
内
久
紀 

新
見
市
西
方 

江
原
八
幡
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

　
六
月
二
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
岡

山
県
い
さ
お
会
館
に
於
い
て
、
協
議

員
四
十
六
名
出
席
の
下
、
平
成
七
年

協
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

　
議
案
は
左
記
の
通
り
提
出
さ
れ
、

全
案
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

〔
次
第
〕 

一
、
神
宮
遥
拝 

一
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和 

一
、
神
社
庁
長
挨
拶 

『
議
案
』 

一
、
報
告
事
項 

１
神
社
本
庁
評
議
員
会
報
告
の
件 

２
平
成
六
年
度
神
宮
大
麻
頒
布
状

況
報
告 

一
、
依
頼
事
項 

３
神
社
本
庁
協
賛
金
・
特
別
寄
贈

金
増
加
の
件 

４
第
四
十
一
回
伊
勢
神
宮
新
穀
感

謝
祭
参
拝
団
募
集
の
件 

一
、
審
議
事
項 

５
平
成
五
年
度
岡
山
県
神
社
庁
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
承
認
の

件 

６
平
成
五
年
度
岡
山
県
神
社
庁
別

途
会
計
収
支
決
算
承
認
の
件 

７
岡
山
県
神
社
庁
財
産
目
録
承
認

の
件 

８
平
成
七
年
度
岡
山
県
神
社
庁
一

般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案
審
議

の
件 

９
平
成
七
年
度
神
宮
大
麻
暦
頒
布

会
計
予
算
案
審
議
の
件 

　
岡
山
県
神
社
庁
設
立
五
十
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て 

　
協
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て 

一
、
そ
の
他 

①
神
職
の
待
遇
改
善
を
考
え
、
推

進
し
て
い
く
機
関
を
つ
く
る
よ

う
岡
山
県
神
社
庁
に
要
望
す
る

の
件 

②
岡
山
県
神
社
庁
内
に
、
総
務
委

員
会
、
財
務
委
員
会
を
設
置
す

る
の
件 

一
、
閉
会
の
辞 

　
　
当
日
可
決
さ
れ
た
、
平
成
七
年

度
の
運
営
方
針
は
、
神
社
庁
設
立

五
十
周
年
に
あ
た
り
、
神
職
・
総

代
の
物
故
者
慰
霊
祭
の
執
行
。
記

念
事
業
と
し
て
神
社
庁
五
十
年
史

の
刊
行
。
神
職
の
待
遇
、
後
継
者

育
成
を
推
進
す
る
機
関
の
設
置
。

総
務
委
員
会
、
財
務
委
員
会
の
設

置
。
を
行
う
事
に
な
っ
た
。 

１０ １１ 

ロ 
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一
日
　
月
次
祭 

七
日
　
教
化
委
員
会
事
業
部
会 

八
日
　
世
論
の
会
時
局
講
演
会
（
津

山
）
参
事
、
太
田
主
事
補
出
席 

十
日
　
役
員
会
、
役
員
忘
年
会 

二
十
一
日
　
牧
宣
男
告
別
式
、
参
事
、

小
山
主
事
参
列 

二
十
八
日
　
御
用
納
め 

五
日
　
年
始
祭 

十
七
日
　
午
前
五
時
四
十
六
分
阪
神

大
震
災
発
生
、
神
社
庁
被
害
無
し 

二
十
七
日
　
祭
祀
祭
礼
総
合
調
査
委

員
会
（
遺
族
福
祉
会
館
）
参
事
、
太

田
主
事
補
、
河
田
録
事
出
向 

三
十
日
　
渡
辺
巧
告
別
式
、
庁
長
、

参
事
参
列 

一
日
　
月
次
祭 

八
幡
宮
、
阿
智
神
社
火
災
見
舞
金
持

参
、
庁
長
、
参
事
出
向 

十
六
日
　
青
江
貞
夫
告
別
式
、
庁
長
、

参
事
参
列 

二
十
日
　
中
国
地
区
神
社
庁
連
絡
会

議
（
メ
ル
パ
ル
ク
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
）

庁
長
、
副
庁
長
、
職
員
出
席 

二
十
三
日
　
青
少
年
対
策
常
任
委
員

会 二
十
四
日
　
初
任
神
職
研
修
会
講
師

会
議 

一
日
　
神
宮
大
麻
頒
布
終
了
祭
（
神

宮
）
参
事
参
列 

七
日
　
神
社
参
拝
旅
行
（
南
九
州
）

参
事
、
小
山
主
事
同
行 

十
三
日
　
神
殿
祭 

十
四
日
　
教
化
委
員
会
事
業
部
会 

十
七
日
　
神
道
講
演
会
（
英
田
）
参

事
講
演
、
婦
人
神
職
会
祭
式
研
修
会 

十
八
日
　
初
任
神
職
研
修
会『
前
期
』

（
遺
族
福
祉
会
館
）太
田
主
事
補
訓

育 二
十
三
日
　
神
社
庁
長
会
（
神
社
本

庁
）
庁
長
出
席 

三
十
一
日
　
青
少
年
対
策
常
任
委
員

会 一
日
　
月
次
祭 

三
日
　
表
彰
委
員
会
、
岡
山
県
神
社

関
係
者
大
会
打
合
会 

十
日
　
神
道
講
演
会
（
真
庭
）
参
事

講
演 

十
一
日
　
世
界
連
邦
役
員
会
（
市
民

会
館
グ
リ
ル
）
参
事
参
列 

十
二
日
　
神
道
講
演
会
（
児
島
）
参

事
講
演 

二
十
五
日
　
岡
山
県
神
社
関
係
者
大

会
（
岡
山
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）
六
三

〇
名
出
席 

一
日
　
月
次
祭 

六
日
　
岡
山
県
護
国
神
社
春
季
例
大

祭
参
事
参
列 

八
日
　
井
原
後
月
支
部
総
代
研
修
会

参
事
講
演 

十
一
日
　
神
職
役
員
神
社
視
察
研
修

杉
田
録
事
同
行 

十
八
日
　
監
査
会 

二
十
二
日
　
全
国
神
社
総
代
会
代
議

員
会
（
神
社
本
庁
）
庁
長
、
宮
原
総

代
会
長
出
席 

二
十
四
日
〜
二
十
六
日
　
神
社
本
庁
評

議
員
会
（
神
社
本
庁
）
庁
長
、
藤
井
・

宮
原
評
議
員
出
席
・
参
事
出
向 

二
十
七
日
　
初
任
神
職
研
修
会
（
後

期
）
太
田
主
事
補
訓
育 

二
十
九
日
　
ア
ジ
ア
共
生
の
祭
典
（
日

本
武
道
館
）
参
事
、
戸
部
神
政
連
青

年
隊
長
出
席 

三
十
一
日
　
役
員
会
、
神
宮
大
麻
推

進
常
任
委
員
会 

一
日
　
月
次
祭 

五
日
　
支
部
長
懇
話
会
（
吹
屋
）
参

事
、
太
田
主
事
補
出
席
、
平
和
日
本

を
守
る
岡
山
県
民
会
議
運
営
委
員
会

参
事
出
席 

七
日
　
世
界
連
邦
役
員
会
（
岡
山
市

民
会
館
グ
リ
ル
）
参
事
出
席 

八
日
　
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
地
区
本
部

事
務
担
当
者
会
（
神
宮
会
館
）
参
事

出
席 

十
二
日
　
予
算
委
員
会 

十
三
日
　
祝
詞
作
文
研
究
会
（
神
社

本
庁
）
笹
井
和
男
参
加 

十
四
日
　
役
員
会 

十
五
日
　
愛
媛
県
神
社
庁
役
職
員
当

庁
視
察 

二
十
日
　
神
政
連
本
部
長
会
（
神
社

本
庁
）
小
笠
原
県
本
部
長
出
席
、
青

少
年
対
策
委
員
会 

二
十
一
日
　
神
政
連
中
央
委
員
会
（
神

社
本
庁
）
小
笠
原
・
湯
浅
中
央
委
員

出
席
、
神
政
連
事
務
局
長
会
（
神
社

本
庁
）
参
事
出
席 

二
十
二
日
　
神
社
庁
事
務
担
当
者
会

（
神
社
本
庁
）
参
事
出
席 

二
十
四
日
　
平
和
日
本
を
守
る
岡
山

県
民
会
議
総
会
（
山
佐
本
陣
）
参
事

出
席 

二
十
六
日
　
教
化
・
青
少
年
対
策
委

員
会
神
社
視
察
研
修
（
境
港
）
二
十

六
名
出
席
、
教
学
研
究
会
（
神
社
本

庁
）
渡
辺
重
彦
参
加 

二
十
八
日
　
協
議
員
会
（
岡
山
県
い

さ
お
会
館
） 

三
十
日
　
平
和
日
本
を
守
る
岡
山
県

民
会
議
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
打
合
せ
（
岡

山
市
民
会
館
）
参
事
出
席 

自
　
平
成
六
年
十
二
月
一
日 

至
　
平
成
七
年
六
月
三
十
日 
庁
務
日
誌
抄 

一
月 

　
左
記
の
方
々
が
帰
幽
さ
れ
ま
し
た
。

茲
に
謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
六
年

十
二
月
十
日

真
庭
郡
新
庄
村
　
新
庄
神
社
宮
司
　

石
田
太
刀
男
（
三
級
）〔
七
十
八
歳
〕

十
二
月
十
八
日

真
庭
郡
落
合
町
大
字
古
見
　
八
幡
神

社
宮
司
　
牧
宣
男
（
二
級
上
）〔
八

十
一
歳
〕 

十
二
月
二
十
八
日

御
津
郡
建
部
町
下
神
目
　
志
呂
神
社

宮
司
　
日
野
宏
哉
（
二
級
）〔
六
十

五
歳
〕 

平
成
七
年

一
月
十
三
日

新
見
市
下
熊
谷
　
八
幡
神
社
宮
司
　

柴
田
元
紀
（
三
級
）〔
五
十
八
歳
〕 

一
月
二
十
八
日

笠
岡
市
笠
岡
　
笠
神
社
宮
司
　
渡
辺

巧
（
二
級
上
）〔
七
十
八
歳
〕 

二
月
十
四
日

赤
磐
郡
瀬
戸
町
肩
脊
　
雨
垂
布
勢
神

社
宮
司
　
青
江
貞
夫
（
二
級
上
）〔
八

十
七
歳
〕 

五
月
二
十
五
日

井
原
市
西
江
原
町
　
甲
山
八
幡
神
社

宮
司
　
片
山
孝
則
（
二
級
上
）〔
八

十
歳
〕 

六
月
十
九
日

英
田
郡
東
粟
倉
村
大
字
後
山
　
後
山

神
社
宮
司
　
三
星
貢
（
二
級
上
）〔
八

十
四
歳
〕 

自
　
平
成
六
年
十
二
月
一
日 

至
　
平
成
七
年
六
月
三
十
日 

神
職
帰
幽 

十
二
月 

三
月 

二
月 

五
月 

四
月 

六
月 



岡  山  県  神  社  庁  報 平成７年８月１日 （７） 第７９号 

平成5年度 
岡 　 山 　 県 　 神 　 社 　 庁  

一般会計決算書  
平成5年7月1日～平成6年6月30日 

歳入総額　　　54,766,770円也 
歳出総額　　　51,451,333円也 
差引残金　　　  3,315,437円也 
　　　　　　　　次年度へ繰越予定 

Ⅰ神 饌 及 幣 帛 料 

　１本 　 庁 　 幣 

　２神饌及初穂料 

Ⅱ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１神社負担金） 

　（２神職負担金） 

　（３支部負担金） 

Ⅲ交 　 付 　 金 

　１本 庁 交 付 金 

　（１本庁交付金） 

Ⅳ寄 　 付 　 金 

　１神社特別寄贈金 

　２寄 　 付 　 金 

Ⅴ諸 　 収 　 入 

　１諸 　 収 　 入 

　（１預 金 利 子） 

　（２補 助 金） 

　（３申請料・任命料） 

　（４雑 収 入） 

Ⅵ神社振興対策助成金 

　１神社振興対策助成金 

Ⅶ借 　 入 　 金 

　１借 　 入 　 金 

Ⅷ繰 　 入 　 金 

　１繰 　 入 　 金 

Ⅸ繰 　 越 　 金 

　１繰 　 越 　 金 

　歳 入 合 計 

Ⅰ幣　　帛　　料 

　１幣　帛　料 

　（１本 庁 幣） 

　（２神社庁幣） 

Ⅱ神　　事　　費 

　１神殿奉斎費 

Ⅲ会 　 議 　 費 

　１会 　 議 　 費 

　（１役 員 会 費） 

　（２事務打合諸費） 

　（３協議員会費） 

　（４支部長会議費） 

　（５特別委員会諸費） 

Ⅳ事 務 所 費 

　１俸 給 給 与 

　（１俸 　 　 給） 

　（２報 　 　 酬） 

　（３教誨師手当） 

　（４委 員 手 当） 

　（５管理職手当） 

　２雑 　 　 給 

　（１夏期年末手当） 

　（２扶 養 手 当） 

　（３傭 人 費） 

　（４交 通 費） 

　３庁 　 　 費 

　（１備 品 費） 

　（２図書印刷費） 

　（３消 耗 品 費） 

　（４水道光熱費） 

　（５通信運搬費） 

　（６職員厚生費） 

　（７交 際 費） 

　（８雑 　 　 費） 

　４旅 　 　 費 

　（１旅 　 　 費） 

　５役職員研修費 

　（１職員研修費） 

　（２神社視察研修費） 

Ⅴ指 導 奨 励 費 

　１教 化 事 業 費 

　（１教 化 費） 

　（２広 報 費） 

　（３神社振興対策費） 

　２神社庁研修所費 

　（１研 修 費） 

　（２研修奨励費） 

　３各 種 補 助 金 

　（１神道青年会補助金） 

　（２氏青協補助金） 

　（３県教神協補助金） 

　（４婦人神職会補助金） 

　（５県敬婦連補助金） 

　（６神楽部補助金） 

　（７作州神楽補助金） 

　（８支部長懇話会補助金） 

　（９神宮大祭派遣補助金） 

　（１０検定講習会補助金） 

Ⅵ各 種 積 立 金 

　１退職給与積立金 

　２役 員 退 任 
　　慰労金積立金 
　３庁舎建設資金 
　　積 　 立 　 金 

Ⅶ神社関係者大会費 

　１神社関係者大会費 

Ⅷ表 彰 並 慶 弔 費 

　１表彰並慶弔費 

Ⅸ諸 会 議 派 遣 費 

　１諸会議派遣費 

　（１地区会議派遣費） 

　（２教誨師会議派遣費） 

Ⅹ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１本庁災害慰謝負担金） 

　（２本庁負担金） 

　（３宗教委員会負担金） 

　（４県同宗連負担金） 

　（５県民会議負担金） 

ⅩⅠ庁 舎 管 理 費 

　１保 　 険 　 料 

　（１火災保険料） 

　２営 　 繕 　 費 

　（１修 繕 費） 

　３防 　 災 　 費 

　（１防災管理費） 

ⅩⅡ負 担 金 報 奨 費 

　１負担金報奨費 

ⅩⅢ時局対策関係費 

　１時 局 対 策 費 

　２神政連寄付金 

ⅩⅣ返 　 還 　 金 

　１返 　 還 　 金 

ⅩⅤ繰 り 出 し 金 

　１繰 り 出 し 金 

ⅩⅥ予 　 備 　 費 

　１予 　 備 　 費 

　歳 出 合 計 

款内流用を認める 

歳入の部 

歳出の部 

科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 科　　　目 本年度決算額 本年度予算額 　差異（△減） 

999,200 

619,200 

380,000 

32,585,460 

32,585,460 

22,808,060 

8,147,010 

1,630,390 

1,373,100 

1,373,100 

1,373,100 

2,200,000 

2,010,000 

190,000 

2,815,263 

2,815,263 

61,274 

236,500 

1,641,500 

875,989 

250,000 

250,000 

3,500,000 

3,500,000 

8,650,000 

8,650,000 

2,393,747 

2,393,747 

54,766,770 

 

 

2,446,500 

2,446,500 

2,205,500 

241,000 

313,272 

313,272

850,000 

620,000 

230,000 

32,600,000 

32,600,000 

22,820,000 

8,150,000 

1,630,000 

1,700,000 

1,700,000 

1,700,000 

2,100,000 

1,900,000 

200,000 

2,435,000 

2,435,000 

100,000 

235,000 

1,500,000 

600,000 

250,000 

250,000 

3,500,000 

3,500,000 

8,650,000 

8,650,000 

3,500,000 

3,500,000 

55,585,000 

 

 

2,543,000 

2,543,000 

2,243,000 

300,000 

360,000 

360,000

149,200 

△800 

150,000 

△14,540 

△14,540 

△11,940 

△2,990 

390 

△326,900 

△326,900 

△326,900 

100,000 

110,000 

△10,000 

380,263 

380,263 

△38,726 

1,500 

141,500 

275,989 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

△1,106,253 

△1,106,253 

△818,230 

 

 

△96,500 

△96,500 

△37,500 

△59,000 

△46,728 

△46,728

559,636 

559,636 

227,649 

45,320 

192,517 

94,150 

0 

27,049,869 

12,959,200 

11,419,200 

970,000 

180,000 

170,000 

220,000 

6,783,880 

5,233,800 

840,000 

25,000 

685,080 

5,675,067 

348,864 

335,929 

892,089 

581,073 

921,688 

2,005,260 

472,418 

117,746 

1,433,370 

1,433,370 

198,352 

48,352 

150,000 

5,238,727 

3,049,757 

1,301,300 

1,398,457 

350,000 

838,970 

598,970 

240,000 

1,350,000 

500,000 

250,000 

20,000 

100,000

900,000 

900,000 

300,000 

200,000 

250,000 

150,000 

0 

28,555,000 

12,960,000 

11,420,000 

970,000 

180,000 

170,000 

220,000 

6,895,000 

5,235,000 

840,000 

70,000 

750,000 

6,400,000 

500,000 

450,000 

800,000 

700,000 

1,000,000 

1,950,000 

500,000 

500,000 

2,000,000 

2,000,000 

300,000 

150,000 

150,000 

6,360,000 

3,250,000 

1,500,000 

1,400,000 

350,000 

1,800,000 

1,400,000 

400,000 

1,310,000 

500,000 

250,000 

20,000 

100,000

△340,364 

△340,364 

△72,351 

△154,680 

△57,483 

△55,850 

0 

△1,505,131 

△800 

△800 

0 

0 

0 

0 

△111,120 

△1,200 

0 

△45,000 

△64,920 

△724,933 

△151,136 

△114,071 

92,089 

△118,927 

△78,312 

55,260 

△27,582 

△382,254 

△566,630 

△566,630 

△101,648 

△101,648 

0 

△1,121,273 

△200,243 

△198,700 

△1,543 

0 

△961,030 

△801,030 

△160,000 

40,000 

0 

0 

0 

0

60,000 

70,000 

30,000 

200,000 

120,000 

0 

2,074,000 

961,000 

113,000 

1,000,000 

650,295 

650,295 

561,148 

561,148 

180,000 

180,000 

100,000 

80,000 

4,552,640 

4,552,640 

43,640 

4,364,000 

60,000 

45,000 

40,000 

413,416 

63,010 

63,010 

89,610 

89,610 

260,796 

260,796 

2,514,730 

2,514,730 

897,100 

797,100 

100,000 

3,500,000 

3,500,000 

500,000 

500,000 

0 

0 

51,451,333

0 

0 

0 

0 

40,000 

 

0 

0 

0 

0 

△49,705 

△49,705 

△38,852 

△38,852 

0 

0 

0 

0 

△360 

△360 

△360 

0 

0 

0 

0 

△270,584 

△990 

△990 

△110,390 

△110,390 

△159,204 

△159,204 

△95,270 

△95,270 

△2,900 

△2,900 

0 

0 

0 

0 

0 

△566,000 

△566,000 

△4,133,667

60,000 

70,000 

30,000 

200,000 

80,000 

 

2,074,000 

961,000 

113,000 

1,000,000 

700,000 

700,000 

600,000 

600,000 

180,000 

180,000 

100,000 

80,000 

4,553,000 

4,553,000 

44,000 

4,364,000 

60,000 

45,000 

40,000 

684,000 

64,000 

64,000 

200,000 

200,000 

420,000 

420,000 

2,610,000 

2,610,000 

900,000 

800,000 

100,000 

3,500,000 

3,500,000 

500,000 

500,000 

566,000 

566,000 

55,585,000



岡  山  県  神  社  庁  報 平成７年８月１日 （８） 第７９号 

平成7年度 
岡 　 山 　 県 　 神 　 社 　 庁  

一般会計予算書  
平成7年7月1日～平成8年6月30日 

歳入総額　　　58,740,000円也 
歳出総額　　　58,740,000円也 

Ⅰ幣 　 帛 　 料 

　１幣 　 帛 　 料 

　（１本 庁 幣） 

　（２神 社 庁 幣） 

Ⅱ神 　 事 　 費 

　１神 殿 奉 斎 費 

Ⅰ神 饌 及 幣 帛 料 

　１本 　 庁 　 幣 

　２神饌及初穂料 

Ⅱ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１神社負担金） 

　（２神職負担金） 

　（３支部負担金） 

Ⅲ交 　 付 　 金 

　２本 庁 交 付 金 

　（１本庁交付金） 

Ⅳ寄 　 付 　 金 

　１神社特別寄贈金 

　２寄 　 付 　 金 

Ⅴ諸 　 収 　 入 

　１諸 　 収 　 入 

　（１預 金 利 子） 

　（２補 助 金） 

　（３申請料・任命料） 

　（４雑 収 入） 

Ⅵ神社振興対策助成金 

　１神社振興対策助成金 

Ⅶ借 　 入 　 金 

　１借 　 入 　 金 

Ⅷ繰 　 入 　 金 

　１繰 　 入 　 金 

Ⅸ繰 　 越 　 金 

　１繰 　 越 　 金 

　歳 入 合 計 

Ⅲ会 　 議 　 費 

　１会 　 議 　 費 

　（１役 員 会 費） 

　（２事務打合諸費） 

　（３協議員会費） 

　（４支部長会議費） 

　（５特別委員会諸費） 

Ⅳ事 務 所 費 

　１俸 給 給 与 

　（１俸 　 給） 

　（２報 　 酬） 

　（３教誨師手当） 

　（４委 員 手 当） 

　（５管理職手当） 

　２雑 　 　 給 

　（１夏期年末手当） 

　（２扶 養 手 当） 

　（３傭 人 費） 

　（４通 勤 手 当） 

　３庁 　 　 費 

　（１備 品 費） 

　（２図書印刷費） 

　（３消 耗 品 費） 

　（４水道光熱費） 

　（５通信運搬費） 

　（６職員厚生費） 

　（７交 際 費） 

　（８雑 　 費） 

　４旅 　 　 費 

　（１旅 　 費） 

　５役職員研修費 

　（１職員研修費） 

　（２神社視察研修費） 

Ⅴ指 導 奨 励 費 

　１教 化 事 業 費 

　（１教 化 費） 

　（２広 報 費） 

　（３神社振興対策費） 

　（４青少年対策費） 

　２神社庁研修所費 

　（１研 修 費） 

　（２研修奨励費） 

　３各 種 補 助 金 

　（１神青協補助金） 

　（２氏青協補助金） 

　（３県教神協補助金） 

　（４婦人神職会補助金） 

　（５県敬婦連補助金） 

　（６神楽部補助金） 

　（７作州神楽補助金） 

　（８支部長懇話会補助金） 

　（９神宮大祭派遣補助金） 

　（１０検定講習会補助金） 

　（１１地区大会援助金） 

Ⅵ各 種 積 立 金 

　１退職給与積立金 

　２役 員 退 任 
　　慰労金積立金 

　３庁舎建設資金積立金 

Ⅶ神社関係者大会費 

　１神社関係者大会費 

Ⅷ表 彰 並 慶 弔 費 

　１表彰並慶弔費 

Ⅸ諸 会 議 派 遣 費 

　１諸会議派遣費 

　（１地区会議派遣費） 

　（２教誨師会議派遣費） 

Ⅹ負 　 担 　 金 

　１負 　 担 　 金 

　（１本庁災害慰謝負担金） 

　（２本庁負担金） 

　（３宗教委員会負担金） 

　（４県同宗連負担金） 

　（５県民会議負担金） 

ⅩⅠ庁 舎 管 理 費 

　１保 　 険 　 料 

　（１火災保険料） 

　２営 　 繕 　 費 

　（１修 繕 費） 

　３防 　 災 　 費 

　（１防災管理費） 

ⅩⅡ負 担 金 報 奨 費 

　１負担金報奨費 

ⅩⅢ時局対策関係費 

　１時 局 対 策 費 

　２神政連寄付金 

ⅩⅣ返 　 還 　 金 

　１返 　 還 　 金 

ⅩⅤ繰 り 出 し 金 

　１繰 り 出 し 金 

ⅩⅥ予 　 備 　 費 

　１予 　 備 　 費 

　歳 出 合 計 

款内流用を認める 

歳入の部 

歳出の部 

科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 　差異（△減） 

科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 　差異（△減） 科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 　差異（△減） 

985,000 

625,000 

360,000 

33,500,000 

33,500,000 

23,450,000 

8,375,000 

1,675,000 

1,700,000 

1,700,000 

1,700,000 

2,650,000 

2,500,000 

150,000 

3,155,000 

3,155,000 

70,000 

235,000 

2,000,000 

850,000 

250,000 

250,000 

3,500,000 

3,500,000 

10,000,000 

10,000,000 

3,000,000 

3,000,000 

58,740,000 

 

 

2,610,000 

2,610,000 

2,260,000 

350,000 

350,000 

350,000

955,000 

625,000 

330,000 

33,200,000 

33,200,000 

23,240,000 

8,300,000 

1,660,000 

1,700,000 

1,700,000 

1,700,000 

2,250,000 

2,100,000 

150,000 

2,805,000 

2,805,000 

70,000 

235,000 

1,800,000 

700,000 

250,000 

250,000 

3,500,000 

3,500,000 

8,500,000 

8,500,000 

3,000,000 

3,000,000 

56,160,000 

 

 

2,560,000 

2,560,000 

2,260,000 

300,000 

350,000 

350,000

30,000 

0 

30,000 

300,000 

300,000 

210,000 

75,000 

15,000 

0 

0 

0 

400,000 

400,000 

0 

350,000 

350,000 

0 

0 

200,000 

150,000 

0 

0 

0 

0 

1,500,000 

1,500,000 

0 

0 

2,580,000 

 

 

50,000 

50,000 

0 

50,000 

0 

0

770,000 

770,000 

300,000 

100,000 

250,000 

120,000 

0 

30,556,000 

13,893,000 

12,353,000 

970,000 

180,000 

170,000 

220,000 

7,303,000 

5,663,000 

840,000 

50,000 

750,000 

7,310,000 

950,000 

400,000 

900,000 

680,000 

1,000,000 

2,480,000 

500,000 

400,000 

1,800,000 

1,800,000 

250,000 

100,000 

150,000 

7,530,000 

4,220,000 

970,000 

2,200,000 

350,000 

700,000 

1,670,000 

1,400,000 

270,000 

1,640,000 

500,000 

250,000 

20,000

700,000 

700,000 

250,000 

100,000 

250,000 

100,000 

0 

29,368,000 

13,417,000 

11,877,000 

970,000 

180,000 

170,000 

220,000 

7,105,000 

5,445,000 

840,000 

70,000 

750,000 

6,796,000 

650,000 

400,000 

900,000 

700,000 

1,100,000 

2,046,000 

500,000 

500,000 

1,800,000 

1,800,000 

250,000 

100,000 

150,000 

7,370,000 

3,300,000 

1,300,000 

1,450,000 

350,000 

200,000 

1,750,000 

1,400,000 

350,000 

2,220,000 

500,000 

250,000 

20,000

70,000 

70,000 

50,000 

0 

0 

20,000 

0 

1,188,000 

476,000 

476,000 

0 

0 

0 

0 

198,000 

218,000 

0 

△20,000 

0 

514,000 

300,000 

0 

0 

△20,000 

△100,000 

434,000 

0 

△100,000 

0 

0 

0 

0 

0 

160,000 

920,000 

△330,000 

750,000 

0 

500,000 

△80,000 

0 

△80,000 

△580,000 

0 

0 

0

150,000 

70,000 

70,000 

40,000 

200,000 

40,000 

0 

300,000 

2,143,000 

1,030,000 

113,000 

1,000,000 

1,100,000 

1,100,000 

600,000 

600,000 

190,000 

190,000 

100,000 

90,000 

4,926,000 

4,926,000 

44,000 

4,737,000 

60,000 

45,000 

40,000 

664,000 

64,000 

64,000 

200,000 

200,000 

400,000 

400,000 

2,680,000 

2,680,000 

300,000 

200,000 

100,000 

3,500,000 

3,500,000 

0 

0 

821,000 

821,000 

58,740,000

150,000 

60,000 

70,000 

30,000 

200,000 

40,000 

200,000 

700,000 

2,103,000 

990,000 

113,000 

1,000,000 

700,000 

700,000 

600,000 

600,000 

370,000 

370,000 

300,000 

70,000 

4,553,000 

4,553,000 

44,000 

4,364,000 

60,000 

45,000 

40,000 

684,000 

64,000 

64,000 

200,000 

200,000 

420,000 

420,000 

2,656,000 

2,656,000 

300,000 

200,000 

100,000 

3,500,000 

3,500,000 

0 

0 

446,000 

446,000 

56,160,000

0 

10,000 

0 

10,000 

0 

0 

△200 000 

400,000 

40,000 

40,000 

0 

0 

400,000 

400,000 

0 

0 

△180,000 

△180,000 

△200,000 

20,000 

373,000 

373,000 

0 

373,000 

0 

0 

0 

△20,000 

0 

0 

0 

0 

△20,000 

△20,000 

24,000 

24,000 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

557,000 

557,000 

2,580,000



伊
勢 

岡  山  県  神  社  庁  報 平成７年８月１日 （９） 第７９号 

　
毎
年
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
伊
勢

神
宮
新
穀
感
謝
祭
参
拝
を
今
年
も
実

施
致
し
ま
す
。 

　
ど
う
か
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な

く
近
隣
お
誘
い
合
わ
せ
下
さ
い
ま
し

て
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内

致
し
ま
す
。 

　
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
岡
山
県
本
部 

　
岡
山
県
神
社
庁 

一
、
旅
行
実
施
日

　
平
成
七
年 

　
　
十
一
月
二
十
七
日
〜
二
十
九
日 

一
、
会
費

　
四
九
、五
〇
〇
円（
消
費
税
を
含
む
）

出
発
か
ら
帰
省
ま
で
の
交
通
費
、

宿
泊
費
、
二
泊
四
食
、
及
び
昼
食

三
回
弁
当
一
回
、
神
宮
献
穀
料
、

夕
食
時
酒
一
本
付 

一
、
お
申
込
み

　
十
月
二
十
九
日
迄
に
お
申
し
込
み

金
一
〇
、〇
〇
〇
円（
会
費
に
充
当
）

を
添
え
て
各
神
社
の
宮
司
さ
ん
宛

に
お
申
込
み
下
さ
い
。 

　
お
申
込
み
後
の
お
取
消
は
左
記
の

取
消
料
を
頂
き
ま
す
。 

　
出
発
日
の
七
日
前
〜
三
日
前 

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、〇
〇
〇
円 

　
二
日
前
〜
前
日
一
〇
、〇
〇
〇
円 

　
神
社
庁
教
化
委
員
会
事
業
と
し
て
例
年
実
施
し
て
い
る
神
道

講
演
会
が
三
月
十
七
日
か
ら
四
月
十
三
日
の
間
八
ケ
所
で
開
催

さ
れ
た
。 

　
三
月
十
七
日
午
前
十
時
、
英
田
、
英
北
支
部
主
催
で
林
野
神

社
々
務
所
。
演
題
「
神
社
庁
と
氏
神
様
」
参
加
者
六
十
名
。 

　
三
月
二
十
七
日
午
前
十
時
、
津
山
支
部
主
催
で
徳
守
神
社
会

館
。
演
題
「
氏
神
様
と
役
員
総
代
の
つ
と
め
」
参
加
者
百
三
名
。 

　
四
月
七
日
午
前
十
時
、
玉
島
、
浅
口
郡
支
部
主
催
で
羽
黒
神

社
会
館
。
参
加
者
百
五
十
名
。
同
日
午
後
二
時
、
倉
敷
支
部
主

催
で
阿
智
神
社
参
集
殿
。
参
加
者
七
十
二
名
。 

　
四
月
十
日
午
前
十
時
、
真
庭
郡
支
部
主
催
で
新
建
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
。
参
加
者
八
十
三
名
。 

　
四
月
十
二
日
午
後
二
時
、
児
島
・
玉
野
両
支
部
共
催
に
よ
り

鴻
八
幡
宮
で
参
加
者
六
十
三
名
。 

　
四
月
十
三
日
午
前
十
時
、
高
梁
・
上
房
支
部
主
催
で
備
北
農

協
巨
瀬
支
店
で

開
催
。
参
加
者

百
八
名
。 

　
午
後
二
時
か

ら
阿
新
支
部
主

催
に
よ
り
国
司

神
社
で
開
催
。

参
加
者
七
十
六
名
。 

　
八
会
場
と
も

神
社
庁
本
郷
参

事
を
講
師
と
し

て
「
神
社
庁
と

氏
神
様
」「
氏
神

様
と
役
員
・
総

代
の
つ
と
め
」

の
二
テ
ー
マ
で

講
演
を
聴
い
た
。 

　
高
梁
上
房
支
部
の
神
職
研
修
が
六
月
十
一
日
、
高

梁
市
津
川
町
今
津
、
八
幡
神
社
（
小
野
泰
道
宮
司
）

で
十
九
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。 

　
神
社
庁
祭
式
講
師
三
原
千
幸
先
生
の
指
導
の
も
と
、

午
前
中
は
祭
式
作
法
、
午
後
は
衣
紋
に
つ
い
て
勉
強

し
た
。
慣
れ
か
ら
と
も
す
れ
ば
乱
れ
が
ち
に
な
る
基

本
作
法
、
動
作
を
講
師
か
ら
何
度
も
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
な
が
ら
繰
り
返
え
し
研
修
し
た
。
衣
紋
は
正
服
を

介
添
え
を
つ
け
て
の
着
装
、
苦
労
し
な
が
ら
の
一
人

着
装
、
ま
た
狩
衣
に
つ
い
て
も
勉
強
し
た
。
同
支
部

の
研
修
は
、
例
年
暑
い
八
月
に
行
っ
て
い
た
が
、
こ

の
時
期
の
研
修
会
は
快
適
と
好
評
だ
っ
た
。 

日次　月日（曜） 行　　　　　　　　程

11/29

（水）

11/28

（火）

11/27

（月）

3

2

1

岡山各地――――→加西―――→吹田―――→ 

郡山――――→関―――――→二見――――→ 

二見ヶ浦・興玉神社―――――→鳥羽（泊） 

ホテル――――→伊勢神宮新穀感謝祭参列／ 

外宮・内宮（昼食）――→伊勢―――→関―――→ 

椿大社（正式参拝）――→岐阜・長良川温泉（泊） 

ホテル――→犬山――→野外民族博物館・リトル 

ワールド――→田県神社――→小牧――→関ヶ原 

（昼食）――→吹田――→加西――→岡山各地 
18:40～21:10頃 （夕食弁当） 13:00～14:20

11:50～12:10

9:30～11:308:00

7:10 8:00～11:30

14:00～15:00 17:00

6:00～8:30

17:30

＜山陽・中国道＞ ＜近畿・西名阪道＞ 

（昼食弁当積込） 
＜伊勢道＞ 

＜伊勢道＞ 

＜東名阪・名神道＞ 

＜名神・中国・山陽道＞ 

高
梁
上
房
支
部
の
研
修

八
会
場
で
神
道
講
演
会 

一
人
着
装
に
苦
労 

高
梁
上
房
支
部
研
修
会 

神
宮
新
穀
感
謝
祭 

御
案
内
と
ご
参
列
の
日
程 



岡  山  県  神  社  庁  報 平成７年８月１日 （１０） 第７９号 

　
教
化
委
員
、
青
少
年
対
策
委
員
に

よ
る
合
同
視
察
研
修
が
、
去
る
六
月

二
十
六
日
、
二
十
四
名
が
参
加
し
鳥

取
県
米
子
市
の
勝
田
神
社
、
境
港
市

の
日
御
崎
神
社
で
行
わ
れ
た
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
参
加
者
も

少
な
か
っ
た
。 

　
ま
ず
米
子
市
博
労
町
に
鎮
座
す
る

勝
田
神
社
（
佐
々
木
博
正
宮
司
）
に

参
拝
し
た
。
天
文
二
十
年
創
建
の
同

社
は
旧
郷
社
で
、
広
々
と
し
た
境
内

地
に
本
殿
、
拝
殿
、
参
集
殿
が
整
然

と
建
ち
並
ん
で
い
る
。
残
念
な
が
ら

江
戸
時
代
の
天
保
年
間
と
明
治
の
三

十
年
代
に
二
回
も
火
災
を
起
し
て
全

焼
。
現
在
の
拝
殿
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
当
時
を

物
語
る
も
の
は
狛
犬
だ
け
し
か
残
っ

て
い
な
い
と
宮
司
は
話
し
て
い
た
。 

　
自
由
参
拝
を
斉
ま
せ
、
観
光
バ
ス

は
境
港
市
渡
町
に
鎮
座
す
る
旧
郷
社
、

日
御
崎
神
社
へ
。
こ
こ
は
正
式
参
拝

と
い
う
こ
と
で
福
田
　
隆
教
宣
部
長

の
先
導
に
よ
る
玉
串
奉
典
を
行
っ
た
。

　
同
神
社
の
門
脇
宮
司
は
、
意
欲
旺

盛
な
人
物
ら
し
く
奉
務
十
年
に
し
て
、

氏
子
崇
敬
者
の
心
を
つ
か
み
、
広
く

協
力
を
得
て
天

神
祭
に
於
け
る

子
供
た
ち
に
よ

る
奉
納
書
画
展
、

夏
祭
の
献
燈
祭
、

十
一
月
の
例
大

祭
で
は
、
十
六

地
区
か
ら
一
人

ず
つ
十
六
人
に

よ
る
浦
安
の
舞

の
奉
納
。
子
供

み
こ
し
の
競
演
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、

地
域
と
結
び
付
い
た
祭
り
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
。 

　
宮
司
夫
妻
の
日
常
の
働
き
か
け
が

効
を
奏
し
て
の
定
着
で
あ
ろ
う
と
、

感
心
し
た
次
第
で
あ
る
。 

　
今
年
以
降
三
ケ
年
計
画
で
、
玉
垣

の
修
復
・
団
地
新
興
住
宅
地
の
氏
子

加
入
促
進
に
努
力
し
た
い
と
の
宮
司

の
熱
い
想
い
に
敬
服
し
な
が
ら
帰
途

に
つ
い
た
。 

　
岡
山
県
神
社
庁
企
画
に
よ
る
、
南

九
州
三
社
詣
で
の
旅
は
、
去
る
三
月

七
〜
九
日
と
行
わ
れ
、
二
七
〇
名
の

参
拝
団
と
な
っ
た
。
七
日
朝
、
二
組

に
分
か
れ
て
の
出
発
と
な
り
、
一
〜

三
班
は
船
旅
よ
り
始
ま
り
、
四
〜
六

班
は
、
飛
行
機
の
旅
よ
り
始
ま
り
と

な
っ
た
。 

　
私
の
所
属
す
る
支
部
三
班
は
、
大

阪
南
港
を
夕
六
時
出
航
す
る
、
さ
ん

ふ
ら
わ
丸
の
船
上
の
人
と
な
っ
た
の

は
午
後
四
時
半
、
一
万
二
千
ト
ン
の

巨
船
で
あ
る
。「
長
げ
え
の
う
」「
向

こ
う
ま
で
あ
る
ん
じ
あ
」
驚
き
の
氏

子
さ
ん
の
声
々
。
船
内
は
ち
ょ
っ
と

し
た
ホ
テ
ル
並
。
で
も
船
室
は
列
車

の
二
等
寝
台
な
み
で
せ
ま
そ
う
。 

　
明
け
て
八
日
午
前
八
時
、
志
布
志

港
に
到
着
下
船
す
る
と
、
宮
崎
観
光

の
バ
ス
三
台
が
待
っ
て
い
た
。
都
井

岬
で
野
生
馬
と
ソ
テ
ツ
の
群
生
を
見

て
、
鵜
戸
神
宮
へ
。 

　
海
蝕
洞
に
鎮
坐
す
朱
塗
り
の
社
殿

ま
る
で
竜
宮
城
だ
。
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア

エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
と
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
を

主
祭
神
と
し
て
お
祀
り
申
し
上
げ
て

い
る
宮
。
奇
岩
の
列
な
る
海
岸
線
、

白
く
く
だ
け
る
波
、
常
世
の
国
と
つ

な
が
る
神
代
の
世
界
を
地
上
に
再
現

し
た
か
の
如
き
景
観
に
、
驚
き
つ
つ

自
由
参
拝
を
済
ま
せ
た
。 

　
そ
れ
か
ら
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と

約
一
時
間
で
、
宮
崎
神
宮
に
到
着
し

た
。
玉
砂
利
の
長
い
参
道
を
進
ん
で

昇
殿
す
る
。
神
明
造
り
銅
板
葦
の
幣

殿
に
て
、
湯
浅
副
庁
長
を
代
表
と
し

て
正
式
参
拝
を
行
っ
た
。
権
禰
宜
さ

ん
の
説
明
に
よ
る
と
、
若
御
毛
沼
の

命
、
十
五
才
で
皇
太
子
と
な
ら
れ
、

十
八
才
で
東
遷
の
為
ご
出
航
。
大
和

橿
原
の
宮
で
初
代
天
皇
と
し
て
ご
即

位
に
な
っ
た
神
武
天
皇
を
祀
る
宮
で

あ
る
。
そ
の
夜
は
霧
島
国
際
ホ
テ
ル

に
宿
泊
。 

　
翌
九
日
、
霧
島
神
宮
に
正
式
参
拝

こ
こ
も
朱
塗
の
社
殿
、
明
治
以
前
は

神
仏
混
佼
の
様
式
に
て
神
職
と
別
当

僧
と
で
維
持
し
て
い
た
と
か
。
背
後

の
山
は
高
千
穂
の
峯
が
あ
り
天
孫
降

臨
伝
承
の
聖
地
と
し
て
、
信
仰
の
メ

ッ
カ
で
あ
る
。
帰
途
は
、
宮
崎
空
港

か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
一
時
間
。
大
阪

伊
丹
に
到
着
変
化
に
富
ん
だ
参
拝
旅

行
で
あ
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
宣
也
　
記 

　
和
気
清
麻
呂
公
は
、
神
護
景
雲

三
年（
七
六
九
年
）、
皇
位
を
奪
お

う
と
し
た
僧
弓
削
道
鏡
の
野
望
を
、

宇
佐
八
幡
宮
の
御
神
託
を
奏
上
す

る
こ
と
に
よ
り
一
挙
に
く
じ
い
た
。

そ
の
た
め
清
麻
呂
公
は
道
鏡
の
恨

み
を
受
け
、
大
隅
国
（
現
鹿
児
島

県
）
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
道
中
、
さ
き
に
御
神
託

を
復
奏
し
て
万
世
一
系
の
皇
統
の

御
安
泰
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝

申
し
上
げ
る
た
め
、
再
び
宇
佐
八

幡
宮
に
参
詣
し
よ
う
と
、
豊
前
国

（
現
大
分
県
）
の
海
岸
か
ら
陸
路
、

御
輿
を
進
め
ら
れ
た
。
す
る
と
約

三
百
頭
の
猪
が
現
わ
れ
て
、
公
の

御
輿
を
守
り
な
が
ら
、
八
幡
宮
ま

で
約
十
里
の
道
を
無
事
御
案
内
し

た
。（
「
日
本
後
紀
」
巻
八
に
よ
る
） 

　
以
来
、
猪
は
清
麻
呂
公
の
随
身

と
し
て
崇
め
ら
れ
、
こ
の
由
緒
に

よ
り
、
和
気
神
社
で
は
狛
犬
が
わ

り
に
二
対
の
狛
い
の
し
し
と
、
三

百
体
の
霊
猪
を
安
置
し
て
い
る
。 

　
ち
な
み
に
明
治
三
十
二
年
の
亥

年
に
発
行
さ
れ
た
旧
拾
円
紙
幣
に

は
、
清
麻
呂
公
の
肖
像
と
、
裏
面

に
猪
を
刷
り
込
ん
で
あ
り
、「
い

の
し
し
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ

た
。 

狛いのししの由緒 
和気神社宮司

小　森　成　彦 

南
九
州
参
拝
の
旅 

教化委と青少年対策委 
境

港の
神社を視察
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岡
山
県
婦
人
神
職
会
は
、
去
る
五

月
二
十
九
日（
月
）か
ら
六
月
一
日（
木
）

ま
で
四
日
間
「
皇
居
勤
労
奉
仕
」
を

実
施
し
た
。
戦
後
五
十
年
の
節
目
に

相
応
し
い
行
事
を
達
成
で
き
た
事
は
、

今
後
の
会
の
隆
昌
の
た
め
と
満
足
こ

れ
に
す
ぐ
る
も
の
は
な
い
。 

　
宮
内
庁
か
ら
、
関
係
書
類
を
取
り

寄
せ
た
の
は
、
昨
年
の
六
月
の
事
で

あ
る
。
実
施
要
項
は
、
①
一
月
、
八

月
は
学
生
優
先
の
奉
仕
月
。
②
土
曜
、

日
曜
、
祭
日
を
除
く
四
日
間
の
奉
仕
。

③
宿
舎
、
送
迎
バ
ス
、
弁
当
等
各
自

手
配
。
④
十
五
名
か
ら
六
十
名
迄
の

団
体
。
⑤
実
施
日
よ
り
六
ケ
月
前
に

申
請
。
申
し
込
み
多
数
の
時
は
抽
選

と
の
事
で
あ
っ
た
。 

　
神
職
会
と
し
て
、
ま
ず
考
え
た
日

程
は
、
春
祭
り
と
夏
祭
り
の
間
の
比

較
的
出
や
す
い
時
期
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
総
会
で
そ
の
旨
説
明
し
、

十
月
末
日
迄
に
、
神
職
と
そ
の
縁
の

あ
る
女
性
、
三
十
名
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。
早
速
、
申
請
し
、
宮
内
庁

よ
り
「
お
受
け
し
ま
す
。」
と
の
許

可
を
頂
き
、
関
係
者
に
た
だ
ち
に
報

告
、
共
に
喜
こ
び
あ
っ
た
。 

　
平
成
七
年
四
月
二
十
八
日
午
後
一

時
よ
り
神
社
庁
に
て
、
小
笠
原
庁
長

臨
席
の
も
と
結
団
式
を
開
催
し
た
。

そ
の
間
、
予
期
せ
ぬ
阪
神
大
震
災
の

発
生
で
、
新
幹
線
の
不
通
そ
の
他
心

痛
め
る
事
も
多
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ

の
日
「
お
互
い
頑
張
ろ
う
！
」
と
士

気
を
鼓
舞
し
た
。 

　
こ
の
度
の
「
皇
居
勤
労
奉
仕
の
記

録
」
は
、
約
三
十
頁
の
小
冊
子
に
ま

と
め
、
宮
内
庁
始
め
関
係
方
面
、
団

員
各
位
に
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

庁
報
の
紙
面
の
関
係
で
、
こ
こ
に
一

部
始
終
の
報
告
が
出
来
ず
残
念
だ
が
、

ぜ
ひ
披
露
さ
せ
て
頂
き
た
い
。 

①
五
月
二
十
九
日（
月
） 

雨
の
た
め
作
業
中
止
。
吹
上
特
別

地
区
拝
観
。
宮
中
三
殿
近
く
で
、

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
奇
し
く
も

お
目
に
掛
か
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

雨
で
な
け
れ
ば
、
私
ど
も
の
清
掃

担
当
は
賢
所
で
あ
っ
た
由
。
奇
跡

で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
か
。 

②
五
月
三
十
日（
火
） 

赤
坂
東
宮
御
所
内
で
、
両
殿
下
の

「
御
会
釈
」
を
い
た
だ
く
。 

「
万
歳
三
唱
」
の
先
達
を
六
団
体

の
代
表
と
し
て
さ
せ
て
頂
く
。
光

栄
だ
！ 

③
六
月
一
日（
木
） 

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
「
御
会
釈
」

を
い
た
だ
く
。
天
皇
さ
ま
は
、「
遠

い
と
こ
ろ
を
有
難
う
。」
皇
后
さ

ま
は
、「
し
っ
か
り
神
社
を
お
守

り
下
さ
い
ね
。」
と
話
し
か
け
て

く
だ
さ
る
。
団
員
一
同
、
余
り
の

も
っ
た
い
な
さ
に
涙
が
と
ま
ら
な

か
っ
た
。「
日
本
民
族
で
あ
る
誇

り
日
本
に
生
ま
れ
て
本
当
に
良
か

っ
た
。」
皆
が
強
く
想
っ
た
。
「
国

体
の
護
持
の
た
め
、
一
層
の
精
進

を
致
し
ま
す
。
今
後
共
、
何
卒
お

導
き
下
さ
い
ま
せ
。」
両
陛
下
は
、

「
で
は
、
お
気
を
つ
け
て
。」
天

皇
様
は
、
濃
紺
の
ダ
ブ
ル
の
ス
ー

ツ
。
皇
后
様
は
黄
丹
色
の
紬
の
単

衣
の
御
召
し
物
。
白
地
の
帯
が
爽

や
か
で
こ
の
上
も
な
く
清
々
し
か

っ
た
。「
天
皇
陛
下
、
皇
后
陛
下
、

万
歳
、
万
歳
、
万
歳
。」
一
同
、

ご
皇
室
の
「
彌
栄
」
を
お
祈
り
し
、

思
い
っ
た
け
の
声
で
奉
唱
し
た
。 

　
私
ど
も
は
、
こ
の
奉
仕
の
期
間
中
、

感
動
と
感
激
の
連
続
で
あ
り
、
神
様

か
ら
満
身
溢
れ
る
程
の
宝
物
を
一
杯

頂
い
た
。
こ
の
ご
恩
に
お
報
い
す
る

た
め
に
今
後
何
を
す
べ
き
か
。
大
き

な
課
題
も
い
た
だ
い
た
。
神
様
の
ご

期
待
に
真
剣
に
お
応
え
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。 

　
　
　
　
（
団
長
・
井
上
　
勝
子
） 

一
、
主
催 

　
　
岡
山
県
婦
人
神
職
会 

一
、
日
時 

　
　
平
成
八
年
五
月
二
十
六
日

（
日
）〜
五
月
三
十
日（
木
）

の
四
泊
五
日 

一
、
奉
仕
先 

　
　
皇
居
並
び
に
赤
坂
御
用
地 

一
、
費
用
　
九
万
五
千
円 

一
、
交
通
機
関 

　
　
新
幹
線
の
ぞ
み
で
往
復 

一
、
宿
泊
先
　
全
国
神
社
会
館 

一
、
資
格 

　
　
婦
人
神
職
、
神
職
夫
人
並

び
に
そ
の
縁
の
あ
る
女
性

で
原
則
と
し
て
昭
和
生
ま

れ
迄
の
健
康
に
自
信
の
あ

る
人 

一
、
人
数
　
四
十
名 

一
、
申
し
込
み
〆
切 

　
　
平
成
七
年
十
月
十
四
日
（
土
） 

一
、
申
し
込
み
先 

　
　
岡
山
県
神
社
庁
内
小
山
迄 

　
　
電
話
（
〇
八
六
）
二
二
三

―
四
八
二
六 

県婦人神職会皇居勤労奉仕団

両
陛
下
の
お
声
に
感
激 

婦
人
神
職
会
が
皇
居
勤
労
奉
仕 

第
二
回 

皇
居
勤
労
奉
仕 

の
団
員
を 

募
集
し
ま
す 
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歴
史
の
息
吹
き
を
感
じ
る
感
動
の

一
日
を
味
わ
い
た
い
―
支
部
会
員
の

思
い
で
五
月
二
十
四
日
、
六
月
三
日

両
日
備
中
式
内
社
十
八
社
の
巡
拝
研

修
を
実
施
し
た
。 

　
三
十
三
名
の
参
加
の
も
と
二
日
間

各
社
を
巡
拝
し
た
が
、
千
有
余
年
の

星
霜
を
今
に
と
ど
め
多
く
の
参
拝
者

で
隆
盛
を
極
め
る
神
社
も
あ
れ
ば
、

見
る
影
も
な
く
荒
廃
し
た
社
も
数
多

く
あ
り
、
そ
の
時
代
の
人
達
が
ゆ
え

あ
っ
て
創
建
し
た
神
社
を
、
神
さ
ま

の
立
場
に
立
っ
て
ど
う
護
り
育
て
、

次
の
時
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
出
き

る
の
か
を
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
要
は
私
共
神
職
は
、
世
の
中

が
、
時
代
が
、
氏
子
が
、
と
そ
の
原

因
を
外
に
向
け
て
い
る
限
り
、
繁
栄

の
神
の
道
は
岩
戸
隠
れ
に
な
り
、
信

念
と
使
命
で
歴
史
的
文
化
的
価
値
と
、

先
人
達
の
永
い
信
仰
の
情
念
の
た
ま

も
の
と
を
受
継
ぎ
神
々
に
一
心
に
仕

え
奉
る
心
根
の
神
職
に
こ
そ
、
岩
戸

開
き
の
思
ち
ょ
う
が
あ
る
と
感
じ
た

次
第
。 

　
同
業
の
道
に
上
下
あ
り
、
現
代
神

社
界
の
光
と
影
、
両
面
を
経
験
出
き

た
今
回
の
企
画
は
、
吉
備
の
国
発
祥

の
地
だ
け
に
現
代
邪
悪
の
根
源
ウ
ラ

退
治
の
出
き
る
桃
太
郎
神
職
と
し
て
、

一
人
一
人
が
自
覚
を
促
さ
れ
る
二
日

間
の
旅
だ
っ
た
。
　
　
（
松
浦
記
） 

　
児
島
支
部
の
鴻
八
幡
宮
で
、
鴻
の

宮
氏
子
青
年
会
の
創
立
三
十
周
年
記

念
行
事
が
持
た
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ

よ
り
先
、
同
氏
子
青
年
会
の
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
鴻
会
（
お
お
と
り
会
）
の
創
立

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

　
鴻
の
宮
氏
子
青
年
会
で
は
、
こ
こ

数
年
、
二
十
歳
代
を
中
心
に
　
会
員

の
増
強
が
徐
々
に
な
さ
れ
、
四
十
三

名
の
会
員
を
擁
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

氏
青
会
で
は
、
創
立
三
十
周
年
を
機

に
、
会
員
年
齢
を
四
十
五
歳
ま
で
と

し
、
宮
司
の
念
願
で
も
あ
っ
た
四
十

六
歳
以
上
の
会
員
と
同
会
Ｏ
Ｂ
に
よ

っ
て
構
成
す
る
鴻
会
の
設
立
を
立
案

し
、
両
会
が
独
自
の
活
動
を
行
い
な

が
ら
も
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
計
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
更
に
氏
青
会
会

員
の
平
均
年
齢
を
下
げ
、
よ
り
一
層

若
い
会
員
の
増
強
を
自
ら
促
し
て
行

く
も
の
と
神
社
側
も
両
会
も
期
待
し

て
い
る
。 

　
鴻
会
の
創
立
総
会
は
、
三
月
四
日
、

三
十
九
名
の
出
席
者
の
も
と
開
催
さ

れ
た
。
先
ず
会
則
案
が
承
認
さ
れ
、

氏
青
会
の
初
代
会
長
小
仙
五
三
郎
氏

が
鴻
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
ま

た
、
そ
の
他
の
氏
青
会
の
会
長
経
験

者
等
が
理
事
に
選
任
さ
れ
、
今
後
の

活
動
計
画
を
協
議
決
定
し
た
。 

　
氏
青
会
の
三
十
周
年
記
念
行
事
は
、

四
月
二
十
三
日
、
午
前
十
一
時
よ
り

正
式
参
拝
の
後
、
記
念
式
典
が
五
十

三
名
の
出
席
の
も
と
神
社
で
開
催
さ

れ
た
。
式
典
は
、
先
ず
全
氏
青
協
綱

領
唱
和
、
横
佐
古
会
長
（
十
二
代
）
、

宮
司
挨
拶
の
後
、
会
長
よ
り
宮
司
へ

記
念
事
業
と
し
て
記
念
品
水
銀
灯
二

基
（
工
事
費
四
十
万
円
）
の
目
録
が

贈
呈
さ
れ
た
。
次
に
、
名
誉
宮
司
の

挨
拶
の
後
、
来
賓
側
よ
り
岡
山
県
氏

子
青
年
協
議
会
中
野
会
長
、
洲
脇
鴻

八
幡
宮
責
任
役
員
代
表
、
鴻
会
小
仙

会
長
か
ら
祝
辞
を
戴
き
式
典
を
終
え

た
。 

　
続
い
て
、
祝
宴
会
が
国
民
宿
舎
王

子
ガ
岳
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
の
祝
辞
、

鴻
会
会
員
の
想
い
出
話
、
元
・
現
氏

青
会
員
の
親
子
の
紹
介
等
が
あ
り
、

和
や
か
な
中
に
閉
会
し
た
。 

　
現
在
、
鴻
会
の
創
立
と
共
に
、
氏

青
会
会
員
は
三
十
数
名
に
縮
小
し
た

が
、
そ
の
職
種
は
拡
大
し
、
被
服
、

織
物
、
製
紐
な
ど
の
地
場
産
業
の
他

に
、
工
業
用
ミ
シ
ン
、
紙
器
、
染
工
、

建
築
、
同
資
材
、
保
険
、
不
動
産
、

商
店
等
の
経
営
者
、
そ
し
て
会
社
員
、

公
務
員
、
大
学
病
院
の
医
師
な
ど
に

亘
っ
て
い
る
。 

○
…
亥
（
イ
ノ
シ
シ
）
年
は
そ
の

名
の
通
り
荒
れ
る
年
に
に
な
る
と

い
う
が
、
今
年
は
ま
さ
に
そ
の
通

り
に
な
っ
て
い
る
。
一
月
十
七
日

早
朝
、
京
阪
神
を
恐
怖
の
ど
ん
底

に
叩
き
込
ん
だ
阪
神
淡
路
大
震
災

に
続
き
、
三
月
二
十
日
の
東
京
の

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
発
覚
し

た
オ
ウ
ム
真
理
教
の
一
連
の
非
道

の
数
々
。
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度

あ
る
と
と
も
言
わ
れ
る
か
ら
今
後

ま
た
目
を
驚
か
す
大
事
件
が
発
生

し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
う
な

ら
な
い
こ
と
を
切
に
祈
る
の
み
で

あ
る
。 

○
…
中
国
地
区
教
化
会
議
は
今
年

は
岡
山
が
当
番
県
と
な
り
、
九
月

に
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
当
県
の
活
動
テ
ー

マ
は
「
家
庭
祭
祀
・
人
生
儀
礼
を

盛
ん
に
す
る
た
め
の
対
策
」
と
決

定
さ
れ
、
既
に
県
下
各
神
社
か
ら

さ
ま
ざ
ま
の
実
践
事
例
が
教
化
委

に
寄
せ
ら
れ
現
在
整
理
の
段
階
に

入
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
も
と

に
会
議
で
発
表
、
論
議
が
行
わ
れ

る
が
、
こ
の
成
果
が
今
後
の
氏
子
、

地
域
社
会
の
教
化
に
充
分
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
（
小
野
） 

編
　
集
　
後
　
記 

鴻
八
幡
宮
で 

　
　
　
　
氏
青
会
三
十
周
年
記
念
式
典 

鴻
会（
氏
青
Ｏ
Ｂ
会
）創
立
総
会 

吉 備
中
式
内
社
を
巡
拝 

備 

支 

部 
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